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高校1年生の時はコロナ禍で在宅しており、テレビで「AIが人の
仕事を代行する」ニュースを見ました。便利そうだけど、私は「人
の仕事を奪っている」と感じて、「人にしかできないこと」を考え
るようになりました。そんな時に雲南市の”日本一チャレンジに
優しいまち”という言葉に惹かれて、三刀屋高校を選びました。
頑張ったことは「人との出会いを大切にすること」、「スペシャル
チャレンジJr.プログラム」、「部活動」の3つです。スペシャルチャ
レンジJr.プログラムでは、多くの印象的な出会いがあり、自分の
考え方も変わりました。やらなきゃいけないことが増えて負担に
感じる時もあったけど、事務局の皆さんや在籍校の先生、親のサ
ポートでモチベーションを上げ、最後までやり遂げることができ
ました。島根に行けば、1年後必ず自分を変えられます。ぜひ、し
まね高2留学だからこそ出会える仲間と経験をしてください。

三刀屋高等学校

立命館アジア太平洋大学  サステイナビリティ観光学部

追手門学院中・高等学校

中村紗花さん中村紗花さん

中高一貫校からしまね高2留学に挑戦し、隠岐高校に留学しまし
た。人との会話克服のため人と話す経験が必要だと考え、留学時
は地域行事に積極的に参加し、地域の人々と関わる機会を増やし
ました。実際に、「島親さん」のお隣さんが自宅でBBQをされている
ところに急きょ参加させていただき、お隣さんやそのママ友、お子
さん達と一緒に食事を楽しむことができました。地域の強いつな
がりに驚きましたが、とても良い経験になりました。
隠岐で多くの大人と出会い、様々な働き方を知ったことが影響し、
留学後は大学に行くことだけでなく、その先の人生まで考えるよう
になりました。総合型選抜で、隠岐高校へ留学した経験と探究活
動について話し、大学へ進路決定することができました。隠岐では
初めて会った人と話す機会が多く、ここで培ったコミュニケーショ
ン能力は、大学に入った今でも生きていると感じています。

隠岐高等学校

武蔵野美術大学  造形構想学部クリエイティブイノベーション学科

上智福岡中学高等学校

加藤喜弥子さん加藤喜弥子さん

宮崎県の中高一貫の全寮制で、窮屈さを感じ、中学3年生のと
きに「高2留学」を知り、応募して隠岐島前高校に留学しました。
隠岐島前高校を選んだ理由は、「島まるごと学校」のキャッチコ
ピーに心ひかれたからです。また、在籍校の先生方が島前高校
の良さを教えてくれたことも決め手でした。
1年間で頑張ったのは「地域に出る」ことです。島前高校では自
分の時間を自分で決めることができ、カキの養殖や釣りなど、
地域でさまざまなことに取り組みました。また、西ノ島の「島親さ
ん」と親しくなり、地域の人 と々の交流が深まりました。
僕は人の考えを取り入れないところがありました。でも留学して
いろいろな大人と話す機会が増えたせいか、他人の意見を受
け入れるようになったと思います。友達からも「最初の雰囲気と
は変わったね」と言われ、自分自身でも実感しています。

隠岐島前高等学校

宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校

平城清明さん平城清明さん

地方での生活に興味があった私は、入学した通信制高校から、
大東高校に留学しました。学校見学で大東が自分の理想の住
みたい地方に似ていたので決めました。また、私は校則に疑問
を持っていて、理解できないことを押し通されるのは無理なタイ
プです。でも、大東高校の先生方は「高地さんが新しい風を吹
かせてほしい」と言ってくれました。ここなら自分が嫌だと思う
ことを隠さず、より良い形に変えていけると感じました。
2024年2月に、高校生にも政治に興味を持って欲しいと「たかま
つなな」さんの講演会を企画しました。たかまつさんのプレゼン
に感激し、その思いをみんなに感じてもらいたいと事務所に連
絡しました。多くの生徒に参加してもらうため、部活動の顧問の
先生に協力をお願いしました。あのとき走り回ったのは楽し
かったし、空回りしていたけどよく頑張ったなと思います。

大東高等学校

東京都通信サポート高校

高地麻央さん高地麻央さん

もっと読みたい方は しまね留学ホームページへ

2024年度4月で在籍高校へ戻った「しまね高2留学」3期生の皆さんの声
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大学に進学している先輩の声
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